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新宿区消防団運営委員会 



諮問事項に対する検討の方向性ついて(案) 

１
 

 
 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、消防団の活動能力を強化するための方策はいかにあるべきか 

Ⅰ 諮問事項 

  

新規整備又は、すでに配置されてい

る装備資機材の増強についての検討 

  

消防団の活動能力を強化するため、各

消防団の情勢に応じ、東京２０２０大

会に向けて必要な事項についての検討 

  

教育訓練・資格講習・教育訓練用資機

材・その他教育訓練に必要な内容及び

資機材等についての検討 

 
  

Ⅱ 検討の方向性 

 
 
 
 
1. 東京２０２０大会における主な課題等 
 

(1) 夏季に開催されること。( オリンピック 2020/7/22 ～ 8/9・パラリンピック 2020/8/25 ～ 9/6 ) 

    → 多数の熱中症による傷病者が予想されること。 

(2) 各種競技会場は、新宿区に建設される新国立競技場をはじめ、特別区内を中心に複数の競技会場で広範囲に実施されること。 

  → 一定期間に多数の警戒要員が必要となること。また、情報の収集と共有化が必要であること。 

(3) 国際的スポーツイベントで、国内外から多数の来場者が予想されること。 

  → 活動に外国語などのコミニケーション能力が必要であること。 

(4) 特別区消防団は、大会開催期間中の各種災害の未然防止や、災害発生時における被害を最小限にとどめるために、全消防団を挙げ応援による

警戒活動を実施する予定であること。 

  → 災害予防知識及び災害活動能力の一層の向上が必要であり、また、他の地域の消防団員が多数警戒に従事する可能性があること。 

(5) 新国立競技場において、開催式をはじめ多数の競技が行われること。( 開会式・サッカー・陸上<トラック・競歩・マラソン>・閉会式等 ) 

  → 新宿区においては競技場とその周辺、駅、繁華街、マラソンコース等で大規模な警戒が期間中、長時間実施することが予想されること。 

    多くの警戒団員が活動することから指揮能力の向上が求められること。 

 

 

 

 
 
 

(1) 警戒に伴う装備資機材について (3) 各消防団の情勢に対応した検討事項 (2) 警戒に向けた教育訓練について 

2. 活動能力を強化する方策 



 
 

(1) 警戒に伴う装備資機材について 

① 夏季の警戒に伴う熱中症予防対策用装備資機材 

② 広範囲に及ぶ警戒時に必要となる情報通信用装備資機材 

③ 様々な情報媒体による情報収集用装備資機材 

④ 発生した傷病者に対応するための応急救護用装備資機材 

⑤ 発生した火災に対応するための消火用装備資機材 

⑥ 多数の来日した外国人観光客に対応するための装備資機材 

⑦ その他、必要な装備資機材 

・冷却ベスト・冷感ヘルメット 

・冷感素材の団被服の配置 

具体的なイメージ 

・ＭＣＡ無線機の増強 

・４００Hz無線機の増強 

・警戒団員用タブレットの配置 

（位置情報を含めた機能を装備） 

・冷却用救急資器材 

・ＡＥＤ等の配置 

・外傷用救急資器材の配置 

・応急担架（軽量型）の配置 

携帯型消火資機材の配置 

・救急事象に対応する通訳ソフト 

・消防に関する案内、救急相談パネル等の設置 

・警戒団員の休息用テント 

・夜間警戒用の照明装置 

・傷病者、障がい者の移動用車いすの配置 

・機動力を生かした自転車（アシスト）隊の編   

 成 

・警戒人員の輸送、傷病者搬送用車両の配置 

２
 



① 警戒実施時の諸問題 

・応援消防団員の受入や警戒員の疲労軽減を考慮した警戒計画の樹立 

・警戒員の待機、打合せスペース、トイレ等の確保 

・食糧及び水分の調達、確保 

・保有する資器材で対応可能な住民の避難誘導や応急救護活動等消防隊の後方支援活動 

・化学、生物、放射性物質、核等の知識の教養・対応訓練 

★ 消防隊の指揮本部長の指揮に基づき、安全性を十分に確保した中で活動することを原  

 則とします。 

 
・国、警察、区役所等の関係機関との定期的な情報交換 

・オリパラ会場、練習会場及び宿泊施設等を含めた事前把握 

(2) 警戒に向けた教育訓練について 

① 消防署隊と連携した警戒や災害対応に関する教育訓練 

② 他の消防団との連携や災害対応に関する教育訓練 

③ 発生した傷病者に対応するため、応急救護能力の向上 
 を目的とした教育訓練 

④ 迅速な消火活動能力の向上を目的とした教育訓練 

⑤ 情報通信用装備資機材の取扱いの習熟を目的とした教   
 育訓練 

⑥ その他、必要な教育訓練 

・災害発生時の対応訓練    

 避難誘導訓練、安全管理教養の実施 

 

・他の消防団と連携した各種指揮統制訓練の実施 

・団員の上級救命修了による応急救護能力の向上 

・熱中症、外傷、心肺停止傷病者に対応する救護訓練 

・多数傷病者発生時のトリアージ方法等の教養 

・火災発生時の早期出場及び早期放水訓練の実施 

・緊急走行訓練（拡声要領含む）の実施 

・外国語教養等によるコミュニケーション能力の向上 

・管内のオリパラ施設、消防水利の事前把握、教養 

具体的なイメージ 

具体的なイメージ 
(3) 各消防団の情勢に対応した検討事項 

② テロ発生時の安全管理   
  方策 

・無線機取扱い教養の実施 

・各種図上訓練による無線運用技術の向上 

③ その他、必要な事項 
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新宿区消防団運営委員会答申(素案) 

 

諮問事項 

「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、消防

団の活動能力を強化するための方策はいかにあるべきか。」 

 

はじめに 

近年、各地で地震・水災等の大規模な自然災害が発生しており、東京

においても直下地震等による大きな被害の発生が予測される中、「地域

密着力」「要員動員力」「即時対応力」を兼ね備えている消防団には大き

な期待が寄せられているところである。 

また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東

京２０２０大会」という。）において、メイン会場となる新国立競技場

を中心に複数の競技場で広範囲に実施され国内外から多数の来場者が

見込まれ、災害の未然防止と災害発生時における人的・物的被害を最小

限にとどめるために消防署隊と連携し、消防団員の活動能力を強化する

必要がある。このことから具体的な方策を検討し次のとおり答申する。 

 

第１ 各消防団の情勢に対応した事項について 

新宿区には、メイン会場となる新国立競技場が建設中であり、マラソ

ン競技では発着地点となることが決定している。 

東京２０２０大会では、新宿区外の消防団員の応援を受けての各種警

戒活動が予想されることから、消防署、主催者を中心として隣接消防団

等との各種訓練を実施し、情報の共有と連携体制の構築を図ることが望

まれる。 

また、オリンピック応援、観戦等の目的で国内外から多くの来場者が

見込まれ、テロ災害も危惧される。安全が確保されることが前提となる

ことから、消防署隊と連携した活動を基本とし、消防団員のテロ災害発

生時の安全管理に対する基礎知識の教養と初動対応要領訓練を実施す

る。さらに、猛暑時期での開催となり、多数の熱中症者発生時の対応訓



 

５ 

 

練と団員自身の熱中症対策も必要である。 

このことから、各種災害対応力の技術向上と隣接消防団等の警戒活動

等を踏まえた合同訓練を実施するほか、暑さ対策を図ることが望まれる。 

第２ 教育訓練について 

平素から消防団員の活動能力向上を目的とした教育訓練に取り組ん

でいるところであるが、東京２０２０大会に向けて、さらに災害対応力

の向上を図るため、より実践的な教育訓練を実施し、万全を期す必要が

ある。 

１ 重点項目 

⑴ 消防署隊と連携した警戒や災害対応に関する教育訓練 

⑵ 他の消防団との連携や災害対応に関する教育訓練 

⑶ 応急救護能力の向上を目的とした教育訓練 

⑷ 迅速な消火活動能力の向上を目的とした教育訓練 

⑸ 情報通信用装備資器材の取扱いの習熟を目的とした教育訓練 

⑹  その他、必要な教育訓練 

２ 推進事項 

⑴  消防団の災害活動については、消防隊の指揮本部長の指揮に基

づき活動することを原則とし、さらに安全が確認された中で、消

防団が保有する装備資器材に応じた活動を行うこととしている。 

この現状において、災害発生時の対応要領の教養及び署隊と連

携した避難誘導や応急救護活動要領の向上を図る必要がある。 

⑵ 震災訓練・水防訓練等の機会を捉え、大規模災害発生時におけ

る特別区消防団の相互応援を想定した、消火活動訓練や応急救護

訓練、無線による情報伝達訓練を推進する必要がある。 

     さらに、区外消防団との連携を図るため他団の応援を取り入れ

た訓練も実施する必要がある。 

⑶ 大規模災害発生時には消防署隊との連携を図り、消防団として

上位の指揮者の統制により消防署隊と情報の共有を図り、組織的

な活動ができるよう実践的な訓練を実施する必要がある。 

⑷ 救命講習資格取得については、応急手当指導員等の上位資格を

取得し、団員個々の応急救護技術の向上を図ることにより、団組



 

６ 

 

織全体の応急救護力の底上げを推進する必要がある。【資料１参照】 

⑸ 初期消火能力の大幅な向上を図るため、現有する可搬ポンプに

加え、スタンドパイプの習熟訓練を推進する必要がある。 

⑹ 各種無線機の取扱いの習熟と無線交信において、正確かつ迅速

な情報伝達を行うための訓練を推進する。 

⑺ 外国語対応可能な団員を特殊技能団員として位置づけ、医療・

語学専用の腕章を活用し、消防団員の語学教養の指導者や警戒現

場での通訳等、特殊技能団員の人材を有効活用する。 

３ その他 

障がい者理解のための必要な教育訓練を推進する必要がある。 

第３ 装備資器材の充実強化 

東京２０２０大会は夏季時期に開催され、特別区内を中心に複数の競

技会場で広範囲に実施される。 

また、国内外から多数の来場者が予想されることから、大会開催中

の各種災害の未然防止や、災害発生時に被害を最小限にとどめるため

新たな装備や資器材の配置、増強を検討する必要がある。 

１ 重点項目 

⑴  警戒等に必要となる資器材の確保 

⑵  傷病者への応急救護 

⑶  消火用装備の充実 

⑷  熱中症予防対策 

⑸  その他必要な装備資器材 

２ 推進事項 

⑴ 現在、消防団が所有している無線機のうち分団長以上及び消火班

長にＭＣＡ無線・携帯無線機(４００メガ)を配置し、各分団にトラ

ンシーバーを３台配置している。 

競技会場では、複数名がそれぞれの場所を巡回し警戒にあたるた

め、有事の際にも迅速かつ適切な対応を行うためには、一斉に情報

を伝達することが求められる。そのため、正確かつ迅速な情報伝達

のためにも、ＭＣＡ無線機・携帯無線機(４００メガ)を副分団長以

下の団員にも増強配備する必要がある。【資料２参照】 



 

７ 

 

また、警戒時の情報収集ツールとしてタブレットやスマートフォ

ンの配置を検討する必要がある。 

     ⑵ 現在、消防団に配置されていない、ＡＥＤ(自動体外式除細動器)

を配置し、すでに配置されている応急救護バックについては、増

加配置が必要である。 

       これらの資器材を配置することにより、応急救護の初動対応の

迅速化が図られる。【資料３参照】 

⑶ スタンドパイプは、可搬ポンプ無しで放水することが可能であ 

り、消火活動の迅速性を大幅に向上することができ、有事の際に

群集の中でも搬送ができることから、各現地警戒本部等に配置す

ることが必要である。【資料４参照】 

⑷ 日本語を話せない傷病者の状況をある程度把握し、応急救護の

初期対応に活用である「救急用コミュニケーション支援ボード」

の消防団への配置することが必要である。 

本ボードの対応言語は、英語、韓国語、中国語、ポルトガル語、

スペイン語の５ヶ国語であり、東京消防庁で使用している。【資料

５参照】 

⑸ 東京２０２０大会が夏場の時期に開催されることから、暑さを

考慮した服装に配慮すると同時に、熱中症対策として、冷却ベス

トを個人配置する。また、防火衣等の被服が、火災等の熱から身

体を保護する素材であり、身体の熱を逃がすことができないこと

から、体温の上昇を防ぐためにも保冷剤を着装できるベスト等の

配置が必要である。【資料６参照】 

⑹ 消防団員に配置されている個人装備品及び資器材等一覧【資料

７・８参照】 

 

おわりに 

東京２０２０大会は、夏場の時期の開催となり、開催期間中には国内

外からの多くの人と物の流れが予想されます。 

また、多様な災害の発生も危惧される中、災害の未然防止と災害発生

時における被害を最小限にとどめるため、消防団に寄せられる期待は非



 

８ 

 

常に大きい。 

これまでも、積極的に実戦的な発災型訓練や多数のけが人が発生した

場合の初動対応訓練を実施してきたところであり、さらに教育訓練を図

るとともに必要資器材の充実強化が必要不可欠である。 

その結果、東京２０２０大会において万全を期した警戒活動を行い、

大会の成功に寄与することにより、地域に密着した防災リーダーとして

活動能力の強化が図られるものである。 

 

 

 

 

別添え資料 

 

１ 新宿区消防団員救命資格・特殊技能団員 

２ ＭＣＡ無線機・携帯無線機 

３ ＡＥＤ・応急救護資器材 

４ スタンドパイプ 

５ コミュニケーション支援ボード 

６ 冷却ベスト 

７ 安全装備資機材 

８ 消防団配置資機材 

 

 



資料１

四谷

牛込

新宿

　（　　）は、女性団員数

重機操作 自動車運転 医療 活動支援 合計

四谷 2 9 0 12 22

牛込 7 3 1 4 15

新宿 1 7 1 4 13

9

自動車運転

医　　療

活動支援

内　　　　　　容

重機を操作し、災害に対応した活動

マイクロバス等を運行し、人員・資器材の搬送

現場救護所等における救護活動

語学、手話を活用し、災害活動等の支援

平成２９年１１月１日現在

項　　目

重機操作

現      員

88(22）

133（27）

294（67）

救命講習資格者等

59(8）

120（24）

253（53）

割合

67%

90%

新宿区消防団員救命資格者数

新宿区消防団員特殊技能団員数

86%

平成２９年１１月１日現在



資料２ 

１０ 

各種無線関係 
① ＭＣＡ無線 

特別区消防団の災害現場等における情報伝達体制を強化し、総合的な災害対

応力を向上させるため、特別区消防団専用の無線通信機として整備していま

す。特別区消防団専用無線通信機は、800メガ帯デジタルＭＣＡ（マルチ・チ

ャンネル・アクセス）無線で、中継局（新宿・江東等）を経由して通信が行わ

れます。（※使用時に第三級陸上特殊無線技士等の資格は必要ありません。） 

② 携帯無線機(４００メガ) 

消防署隊が使用している署活波を使用しています。 

③ 受令機 災害受信用として使用しています。 

④ トランシーバー 団員同士の連絡・伝達手段として使用しています。 

 

 

 

①  ② 

③ ④ 



 

１１ 

資料３ 

主な応急救護資器材 
 

  冷却剤 ディスポーサブル手袋 

 

 

滅菌ガーゼ 三角巾 

  

配置希望資器材 

感染防止衣 ＡＥＤ 

 

 

 

 

 

 
 

 
 



資料４ 

１２ 

スタンドパイプ 
 

スタンドパイプの性能 

(1) スタンドパイプとは 

スタンドパイプは、消火栓に差込みホースと管そうを結合することで、

毎分 100ℓ以上の放水ができる消火用資器材です。消火用資器材としては

軽量で操作も簡単で、消防車両が進入できない狭い道路の地域や木造住宅

密集地域では、火元直近の消火栓・排水栓を活用した有効な消火活動がで

きます。スタンドパイプ本体のほか、消火栓鍵、スピンドルドライバー、

媒介金具、ホース、管そう（筒先）で構成されています。 

スタンドパイプの主な配置場所は、町会・自治会の会館や防災倉庫など

です。皆さんの身近で、どこにあるか知っておくと、いざという時に非常

に有効です。 

(2) スタンドパイプ各部の名称、全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スタンドパイプ本体 

 
③消火用ホース 

（２本） 

①媒介金具 

⑤消火栓鍵 

⑥管そう（筒先） 

④スピンドルドライバー 



 

 

資料５ コミュニケーション支援ボード 

 
 

１３ 



 

 

資料５ コミュニケーション支援ボード 

 

 

１４ 



資料６ 

１５ 

冷却ベスト 
冷却ベストは、猛暑の夏に、炎天下で任務にあたる消防隊員の熱中症予防の

ため考案された資器材である。 

冷却ベストの構造は、メッシュのチョッキに保冷剤を５個入れられる袋が付

いていて、通常は、保冷剤を入れた状態で、車庫等に設置した専用の冷凍庫で

保管している。 

災害出場時に、防火衣等の下に装着して使用する。（写真参照） 

冷却ベスト 保冷剤 

  

保冷剤を設定した状況 装着した状況 

  

 

右のドライクールベストは、５００ｍｌ 

の水を注ぐだけで、８時間の冷却効果 

が持続します。 

 

 

 

 



 

１６ 

資料７ 

安全装備資機材一覧 
 

防塵マスク（N９５） 防塵メガネ 

 

 

頭上ライト 救命胴衣 

 

 

安全チョッキ 放射線測定器 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



 

資料８ 

 

 

１７ 



 

資料８ 

 

 

 

１８ 



 

１９ 

今後の審議予定について 

第２回消防団運営委員会開催 

 

平成２９年１１月６日 

１ 諮問に対する審議 

２ 答申案の作成 

３ 次回の審議予定の説明 

第３回消防団運営委員会開催 

 

平成３０年１月又は３月 

１ 答申案の最終審議 

２ 答申の決定 

答申期日                  平成３０年３月３１日 
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